
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

真備町２６６戸、総社市４５戸の仮設住宅で年越しされる被災者に愛と平和の
ちひろカレンダーをお届けし、少しでも明るい気持ちで新年を迎えていただける
よう、県原水協はちひろカレンダー被災者贈呈キャンペーンを行っています。 
１２月４日には総社市の２か所の仮設住宅４５戸にお届けしました。９日には

真備町にある６カ所の仮設を訪問します。真備町の行動には２７名がボランティ
アで参加いただく予定です。この中には自治労連熊本県本部や大坂から参加され
る方もいらっしゃいます。 
１２月６日の６・９行動では自治労連県本部鷲尾委員長がちひろカレンダーを

署名版に取り付け、「被災者にカレンダーを贈りましょう」と募金を呼びかけ１１
００円の募金がよせられました。 

 
 
募金は各組合・組織・団体でとりまとめ県原水協にお寄せ下さい。 

 岡山県原水協は１２月６日、今年最後の１２月度（第１

０９回目）の６・９行動をおこないました 

 岡山駅西口さんすて前の行動には県労会議、自治労連、

高教組、新婦人、県人権連、中尾代表理事、事務局から８

人が参加しました。前日までの暖かさが嘘のような冷たい

雨と風が吹く中での行動でした。平井事務局長は「７３年

前の８月６日、と９日、広島・長崎に落とされた２発の原

子爆弾でその年のうちに２１万人が殺されました。いま地

球上には１万４千発の原爆が貯蔵配備されています。昨年

核兵器禁止条約が国連で採択されました。国連加盟国の１

２２カ国が賛成しました。世界の流れは禁止条約に基づく

核兵器のない世界の構築です。禁止条約は５０カ国の批准

で発効します。すべての国の政府が禁止条約を批准するこ

とを求める署名にご協力ください」と訴えました。 

 昼休みの短時間の行動でしたが１２筆の署名が寄せら

れました。 

  


